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饿
ヤ
三
卷
，(

|ニ
九
0)

雜錄平籼鬼衡を歐來

の
批
静
を
下
备
れ
た
る
な3^
r
u
ミ
*
傲
せ
纩
を
を
徼 

i>
ビ
謂
は
ざ
る
可
か
ち
ざ̂.
な
り
。
，
.

し
雜
莫
凡
务
是
等
の
諸
點
化
關
し
て
斯
く
も
太
田
氏
の 

諒
解
を
得
る
能
は
中
し̂

か̂
た
る
其
原
因
は
、
或
は 

，余
輩
の
說
ぐ
所
、
意
徒
ら
に
長
く
し
で
言
葉
極
め
て

@ 

I

m
は
ぐ
跛
_
し
.て
進
む
0.
狀
あ
る
が
故
紀
ヽ
、
容
易 

比
人
の
茈
解
を
得
難
く
し
て
却
づ
て
其
誤
解
を
買
ひ
易 

:
き
に
職
*
す
ビ
謂
ひ
得
：可
き
哉
。
然
&
ば
則
ち
太
由
氏 

の
服
2|
り
塵
昝
と
ら
せ
ょ
ど
沄
ふ
の
權
利
佘
輩
に
あ
る 

こ
§

ぐ
、
却
つ
て
先
づ
自
己0)
-
服
底
ょ
り
梁
を
除§ 

去
る
.
®
責
務
あ
り
と
謂
は
ざ
る
可
か
屯
ー
ず
じ
て

 
' 
全
：體 

の
責
任
は#
び
自
己
の
頭'±
に
!1
ち
掛
ら
ん
と
す
る
を 

見
る
次
第
な
も
が、
' 今
や
敍
上
の
說
明
に
依h
て
略
ぼ 

合
辑
の
意
の
存
す
る
所
を
明
か
に
し
得
た
れ
ば
、
此
責 

任
は
又
幸
にt
て
之
を
跟
た
す
を
得
た
謂
ふ
を
得 

可
^
,哉
。
乃
ち
敢
で
之
を
錬
し
で
苒
び
太
©
氏
の
.恕
察 

を
得
ん
ど
欲
す
る
所
なb
ビ
す
。
. 

.. 

.

濟
界
：
 

< 

第
一
:ニ

級

ニ

四

平
'和

克

復

ミ

歐

米

經

濟

界

(

上)  

/

高

城

仙

次

.
雛

歐
洲
太
戰
飢
勃
發
後
に
於
て
、
二
倍
以
上
に
暴
騰
し 

た
我
國
办
物
價
は
：、近
き
將
來
に
於
て
’、
低

落

す

る

の

‘見 

込
が
あ
る
や
、若
し
^
» '

'.
^

の̂
進
行
す
る
に
述
れ
て
、 

\

貨
物
並
に
有
债
證
券
e
市
憤
が
暴
落
す
る
が
姐
き
こ
ビ 

j

あ
ら
ば
、
我
國
の
經
濟
界
が
激
烈
な
る
恐
«

に
駿
は
_る 

|  

V
如
き
こ
と
ば
あ
る
ま
い
か
、
過
去
二
三
ヶ
年
間
に
我 

’國
の
經
驗
し
た
る
5
額
の
輸
出
超
過
は
一
變
しV

輸
入 

j

超
過
S
爲
り
、
疋
貨
の
流
出
を
誘
致
す
る
の
處
れ
が
全 

然
な
し
ど
看
做
し
得
る
か
、
經
濟
界
の
不
景
氣
は
多
數 

の
失
業
#
を
泔
だ
し
、
勞
働
者
階
級
間
に
於
て
®
想
の 

動
搖
を
醸
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ィ
ズ
ム
類
似
の
主
義
が
^
»
社 

#
%:
■
風
靡
す
ふ
に
至
る
®
:
が
あ
る
ま
ぃ
か
ビ
运
ふ
が
如

ぎ>〕

で
は
現
時
益
々̂

®
の
實
業
#
及
び
政
事
家
の
み':
ぱ
，消
極
的
で
あ
ら
う
か
、
將
た
：

i

極
的
で
あ
&
う
か
、 

一
な
6

ず
、
'.
一
 

般
有
識
泰0-
注
葸
.を
_
き
つ
.、
あ

る

童

大：
f

復
舊
事
業
は
我
國
'の
製
造
業
、
海

連

業

、

貨

物

の
 

開
題
で
あ
る
がr
此
等
の
鉍
濟
並.R社
曾
間
題
に
對
し
輸
出
等
に
對
し
て
如
何
f

打
擊
を
與
へI

あ
ら
う 

て
は
S

S

情
の
：み
,

梵
し
た
の
1

、
滿

足

な

か

，
或3

、
却
つ
て
刺
戟
を
興
言
で
あ
ら
う
か

o 

る
.解
.答
ゼ
鄭
^
る
こ
と
本
|

で
‘あ
る
:°
開
麻
後
1
ヶ

(

參
の
問
耀
に
就
き
て
は
、
筆
者
は
鮮
身
ニ
雰
卑
説 

.
年
I

?

大

芷

四

年

薩

掰

ょ

議

殲

條

約

の

締

結

.
1

を
有
し
て
は
居
る
が
'
興S

陳
I

の
穩
會
に
之
を 

せ
ら
れ
た
る
昨
年.の
秋
期
に
至
き:7
.年
問
に
於
け
る.一
讓
り
、'
■
.
■
て
は
、
米
國
の

.一

經

羃

赛

が

.、
戰

'我
企
釁
の
未
曾
有
の
好i

康

泰

戰

I

s

 |

後
S

界

囊

に
■
し
J

稿
し
？
 

一

論
文
の
大
獄

髂
擠
の
敗
接
的
又
は
間
換
的
影
®

ビ
し
て
現
出
し
た
る
一
を
.左
に
紹
介
し
.て
、
讓
諸
氏
の
翁
考
に
供
し
.や
*

I
 

も
の
で
あ
I

故
に
ブ
於
奢
於
け
る
我
經
濟
界
の
狀|

思
ふ
。
此

變

は

題

レ

てr

物
5

馨

し

？

I

 

t

も
主
と
1
て
歐
米
各
國
1:
|於
け
る
8
後
の
活
動
如
何j 

' 

H(

_

e

h
 

Prices 

1
>
0
&
と
灵
ひ
、紐
费
市
の
國
民
商 

.
r被

ら

て

宠

ま

る

可

き

は

嘿

令

す

る

の

，要

な

し

ビ

云

は

|

業
鐵
行
畜
は
I

td
l

o

f
 

c
o
n
m
e
r
c
e
i
n

 N
e
w

 

Y
o
r
k
)

 

f

 

I

な
い
。.

殊
：に
、'

_
邊
狻
に
於
け
I

國

ー

が

釋

本

ど

し
|

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
ft
筆
f

 

の

經

濟

導

が

議
0
經
濟
界
に
對
し
て
深
甚
の
影
響
ア
ン
ダ
1

ソ
ン(B. 

M
.

 A
n
d
e
r
s
n
J
r
)
V
J

云

、
る
人
こ 

I

へ
中
ん
ば
止
I

名
可
|

何
_

を
挾
む
餘
地
:'
'
:
:
:
て
千
：善

十

七

¥

5

ィ
シ
ャ
丨
敎授
の
新
I

數 

.力

.:

'

'/
^
ォ

«'
說
'を
，駿
纖
す
る
こ.ど
5:
ば
31
:
の
主
な
る
目
的̂
0
せ
-̂ 

然

ら

ば

歐

於

|

今

後

の

經

濟

的

靈.

『

貨
幣
f

値』
(The 

vklue'of M
o
n
e
y
)

ビ
.題
ず
杏
：一

,

#
十

碁

(

H

5)

tf
'
v嫌

.
4
#
暴

螽

翁

濟

雜 

着

號

ニ

丈



■

第

十

.

(

三
九
5

雑

.

錄

平
猢
苋
f

欧
米
經
濟
：部

 

嬸

三

號

广

一

：
ハ

書
を
公
に
し
、
来
國.
の
鉱
濟
學
界
敫
暇
は
し
れ
こ
と
^

. 

あ
る
。典
の
當
時
、氏
は
、ノ
丨V

丨
ド
大
學
に
於
て
敎
鞭 

を
執
，つV
居
つ
た
の
で
あ
る
がr

其
の
後
、
前
記
維
育
市. 

の
國
{£
商
業
銀
行
に
入
ぅ
て
今
ぼ
に
：及
ん
で
ゐ
ふ
。
§
 

『

密
其
I

I

.介
す
る
t

ダ
.

戦
簾
濟
S

「

區
分
は
蚜
密
I:
原
文
の
區
分
I:
摅
リ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ニ

.

:

.

\
a

ア
シ
ダ.
飞
ソ
ン
氏
の
戰
後
雛
濟
論
'
;.  

■ |

'

>

、
緖
言
戰
後
に
は
物
傷
は
激
落
す
る
が
、
恐
«
 

|

 

は
：起
ら
な
い
。
賃
銀
も
亦
-®
落
す
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
資

I  

本
家
及
び
勞
働
考
が
互
に
公
艰
な
る
能
览
を
執
る
ビ
せ

一
 

ば
、産
業
界
の
混
亂
を
釀
す
が
如
き>  

ビ̂
« :
あ
る
まs

。

\

 

然
し
な
が
ら
、
好
最
氣
が
戰
後
|に
於
て
持
績
せ
ら
る
、

|
 

か
否
や
は
結
渴
各
國
の
政
壞
鈒
行
、
典
他
實
業
家
等I.  

が

、
，，戰

後

復

舊

事

業

办

：促

進

に

對

し

て

、

如

何

な

る

政

策
を
採
り
、
如
何
な
る
手
段
を_

ず
る
か
に
依
ぅ
て
定
，

■  
.

 .

.

.

 

. 

-  

:

'

,
.

ま
る
も
の
で
あ
る
ビ
云
はW

る
を
得
な
い
。
：费
し
、.
米 

國
が
職
合
國
に
對
し
て
偏
狹
*

る
利
己
.的
の
態
度
を
0
.

る
こ
ど
な

く

、
同
時
に
文
敵
國
に
對
し
て
無
现
な
要
求 

を
容
れ
さ
せ
る
が
如
き> J

ビ
な
け
れ
ば
、'
全
世
界
は
擧 

つ
て
«

^
す

る
-」

ビ
^
得
る
し
1]
‘
つ
米
國
の
繁
榮
％
切 

し
て
待
.つ
可
&

で
も
る
。

’物
價
が
暴
-«
す
る
ど
思.
ふ
の
は

.

次
に
擧
ぐ
る
明
白
な 

る

事

情

が

あ

'る

が

ら

で

あ

る

。
、

取
欝
，品
製
造
所
ょ

6

多 

數
の
職
X

が
急
激
に
解
！雁
3
れ
、
鐵
、'
銅
、
衣
炭
、
船 

舶
及
ひ
其
他
の
1 :
1£
貨
物
が
51
1

^

上
の
目
的
ょ.
り
^
時 

の
用
途.
に
移
づ

さ

れ

、

五
千
萵
の
兵
士
が
農
場
及
び
エ 

場
に
歸
復
す
る
結
果
ビ
し
て
、
平
和
的
沿
费
に
利
明
し 

得.
る
貨
物
の
數
量.
が
激
增
す
る
R
#

つ
て
、
_

價
は
、
此 

變
化
が
未
だ
充
分
に
行
は
：る
、
に
至
ら
ざ
る
に
、
低
落 

し
始
む
る」

」

ビ
代
な
る
で
あ
ら
ぅ
o

如
何
な
れ
ば
、
 

問
屋
は
貨
物
の
需
給
關
係
を
見
越
し
て
、
相
場
を
班
め 

:
る
'を
^

ビ
す
る
か
ら-
7?
あ
る
。
'
'
‘

U

、
南
''
*
戰
爭
後
^ :
«

恐
慌
起
ら
ざ
sv
tf
。
«
通
の 

場
合
に
'は
、
物
價
の.
暴
落
は
恐
慌
を
誘
致
し
、
多
數
の

破
產
者
を
出
す
を
常W

す
る
名
の
で
あ
る
。
而
か
も
、

:

米
國
の
一
實
例
を
取
り
て
之
を
覜
る
に
、
南
北
戰
爭
後 

^
於
け
_る
物
價
の
激
落
は
恐
憐
を
惹
起
せ
な
か
.つ
た
。
 

而
しV

:-
幸
ひ
に
も
、
其
時
に
恐
備
が
發
生
し
な
か
つ 

■た
原
因
は
明
々
白
冷
で
あ
つ
て
、
今
日
：合
人
は
其
の
經
一 

驗
攸
基
き
て
恐
«

の
製
來
を
防
遇
し
得
る
の
.で
あ
る
.。

\ 

千
八
西
六
十
五
年(

南
北
戰
爭
の
終
り
し
年)

の
|
月

ょj 

り
七
月
.ま
で
に
、
物
領
は一 ,11

割
方
低
落
し
*

が
、
I斯
く 

| 

の
如
き
物
偕
の
暴
落
栌
：不

葸

に

起

せ

ば

、
破

鹿

一

の
頻
出
は
免
が
る
>
 
>

 

J  V
J

能
は
ざ
る
所
で
あ

る
。

‘

；.

•
 

.

.

.

.

.

. 

.
 

~

.

而
か
も
、''
::
千
八
西
六
十
五
年
に
：は
破
產
激
を
出
だ
すI  

;
ift
l
lる
少
な
か
つ
た
0
例
へ
ば
、
中
八
西
六
十
一
年
にj  

は
破
産
#

の
數
が
無
量
五
千
九
苗
に
上
つ
た
の
で
あ
つ
ニ 

た
が
、
千
八
百
六
十
五
年
に
ば
僅
に
五
百
內
外
で
あ
つ

家
は
次
の
如
き
こ
ど.
を
畲
き
て
ゐ
る
。

『

戰
爭
•が
終
つ

れ

な

ら

ば

、

菩

.
々

は

傅

恐

«

が
發
生 

す
る
に
違
ゐ
なS

と
思
つ
た
。
或

る

一
部

の

人

は

不
 

換
紙
幣
も
兵
士
ビ
共
に
解
隊
忙
?]
:
る

こ

と

、

考

へ

た
 

又
他
：の
人
は
金
紙
の
開
き
が
殆
ん
ど
池
滅
す
る
で
ぁ 

6

5
ビ

思

つ
た
o

又
、
瓦
に
他
のK

派
の
人
は
政
府 

が
軍
®
品
の
艢
買
を
中
止
す
る
が
爲
め
に
、
製
造
エ 

業
が
駄
目
に
爲
る
こ
と

、
信
じ
た
0
然
し
な
が
ら
* 

も
彼
れ
も
恐
條
が
襲
來
す
る
も
の
と
思
ふ
點
に
於
て 

は
皆
な
一
致
し
て
居
つ
介
。
而
し
て
、
夫
れ
に
®
す 

る
手
菩
を
怠
ら
な
か
つ
た
爲
め
に
、
恐
®
は
結
！Lfu
起 

,

ら
な
が
つ
た
。』

. 

'

斯
<

0
如
ぐ
ノ
南
北
戰
银
後
に
.、
恐
«

が
發
生
し
な 

か
.つ
"た
の
み
で
な
ぐ
、
北
部
諸
州
に
於
け
る
好
景
氣
は
.

た
。此1

ハ
十
五
部
に
於
け
る
破
■

の
債
務
總
顧
も
、千

戰

後

に

於

て

も
®

續
も
、
千
会
七
十
三
年
の
恐
能 

八
吉
六
十
一
年
に
於
け
る
破
產
潘
の.
偾

務

總

额

の

十

分

は

、
事
無
き
を
得
た
の

で

ぁ
.つ

た

。

-  

の一

.を
»4
で
な
.か
つ
た
の
で
ぁ
る
。
其
當

、時

の

一

實

業
H

、

綠
背
紙
幣
の
低
落
.南
北
戰
歌
中
に
於
け
る
；
 

姑

十

看

(

三
九
5

雑

0 

>

l

f欧
米
馨
界 

锫
益 

一
7
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0
i
$
s
九
®
 

雑

錄
 

^

*

I
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,

i
 

價

の

騰

貴

：
ば
，，主

ぢ

し

て

綠

背

紙

幣

の

低

霧

括

基

け

る

も

. 

の
で
為
つ
た
。
此
紙#
の
.價
値
が
最
务'T
落
し
た
.の
:«

千
A
百

六

十

四

年

の

七

月

で

、

瓲

峙

広

：嫁

類

面

一

弗

が

. 

金
貨.
の
一
こ
十̂
^
に
0

す
る
^
過

：ぎ

な
.
か
つ
拕
°
¥ 

力
も
、.
賴.
花
を
除
け
ば
、
貨
%

の
供
給
が.
必
中
し
も
.減
一 

少
しV

:

居.
つ
，た
'め
で

は

な

、
い
。
®
す
る
に
、
其
當
時
#
 |  

價
が
暴
騰
し
た
の
^
、：
金
货
を
ば
標
準
と
せ
ず
し
て.
、I  

兌
換
‘の
停
止
せ
ら
れ.
た
る
：綠

背

紙

幣

を

：以

て

賣

質

を

行

|

.つ
た
か
ら
で
あ
る
。
從0
セ
.、
南
北
戰
爭
中1
4於
け
る
一 

物
價
の
騰
貴
は
貨
物
の
偕
値
が
昂
騰
せ

る

爲
め
で
な

，
く 

|  

し
て
、
«

«
の
恼
値
が
低
落
せ
し.故
^
.
發

生

ぜ

.
る

現

象

一 

に

外
な
ら
ない
'.
0

又
、：

之
と
同

じ

く

、
千
八
西
六
十
五

| 

年
中
に
：於
け
る
物
憤
の
低
落
は
北
部
が
南
部
を
征
服
せ
パ
一 

る
結
：果

ビ

し

て

、
北

部

政

府

：が

®

举

中

に

發

行

せ

，
る
，
不 

換
紙
幣
に
對
し
て
、.:«
換
を
诚
間
も«
ぐ
：開
始
す
る
に 

至
：る
に‘相
違
な
い
?
人
民
G
思
は
せ
た
爲
め
に
發
注
せ 

る
'视
象
で
あ
る0

畫
褫
.

.
二

八
.

.然
し
®
が
^V、

合
衆
國
に
於
け
名
现_
の
物
®

^
 

は
金
徵
：

Q

價
値
を
標
準
と
せ
る
冬
の
で
あ
つ
て
、
殆
ん 

ど
有
る
ま
有
ら
ゆ
る
貨
物
の®芝
^
依
-

o.

て
誘
致
#
ら 

れ
‘た
現
象
で
あ
る
。
而
が
：.飞
ヽ
此
事
情
は
南
北
戦
部
後 

の

狀

態

，と

今

囘

の

狀

德

と

の

‘
比

較

を

全

然

無

用

化

せ

し 

む
る
，も̂
で
は
な
い
。s
し
、
物
價
の
下
落
は
、

i

方 

R
於
.て

商

人

の

寶

揚

高

を

減

少

せ

，し

む

る

も

、
他

f

 

於
て
其
の
偾
務
を-減
額
せ
レ
め
ざ
る
を
以
\

商
人
は 

多
大
の
.損
失
を
蒙
ら
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

而
か
も
商
人
は
一
般
に
此
.變

動

を

，豫

知

し

て
、
te
R
 

商

品

の.仕

入

を

手

控

て
.届
，る.。

又

、

軍

*
.
品

供

給

者

は 

其
の
llr
rJ
M

力
突
然
M

轉
す
る
と
も
、
*.
れ

ょ

々

生

令

る 

ff
i
失
に
對
し
て
は
、
政
府
と
の
契
約
.
^
砍
り
て
保
證
を 

受
け
て
居
る
。
信
用
狀
態
も
、
南
北
戰
带
後
れ
比
し
て 

は
健
.實
K
爲
つ
.て
ゐ
，る
。
#

つ
て
、
假
り
R
物
價
が
一 

般
K
低
落
す
る
ビ
欹
、
今
日
の
經
濟
界
.は
之
&
堪
へ
得 

る
の
實
カ
を
備
へ
て
‘居
る
ゼ
看
做
し
て
差
支
へ
な
い
。

四
、
戰
後
狀
態
©

穴
大
要
素
斯
く
の
.如
く
恐
慌
は 

發
生
す
る
の
*

ひ
が
な
い
：の
で
ぁ
る
が
、
戰
後
の
最
氣
- 

が

合

衆

國

宄

於

て

梁

し

て

啟

好

で

ぁ

ら

ぅ

か

°
‘此

调

题 

R

對
す
る
解
答
を
與
ふ
る
に
は
、
次
蚁
擧
ぐ
る
六
個
の 

事
情
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

\ 

.
ー
、
歐
洲
に
於
け
る
貨
物
の
；游
用
。
 

™ 

l
.
r

歐
洲
諸
興
の
.麻
政
及
び
僧
用
狀
態
V

.
:
. I 

’
.三
、
貨
付
資
金
，の
主
な
る
供
給
國
t
し
て
.の
合
衆j

,
四

、

戰

後

奶

歲

识

に

攧

ず

る

米

阚

中

炎

政

府

、
，
州

\ 

,

,

M、
及
び
市
政
府
‘の
政
:«
。
：
. 

.
1

一
 

.
五
、」

勞
働
潘V

資
本
家
の
關
係
。

. 

j 

六
、
聯
合
國
及
び
敵
國
R

對
す
る
米
國
の
商
業
政I

芏
、
致
洲
紀
於.
け
§
貨
物
め
薷
要
孢
北
戦：

爭
R
於

ら
れ
て
ゐ
る
。
加
之
'、
歐
洲
fc
於
け
る
當
源
は
、擺
國
を 

除
き
、
旣
に
殆
ん
で
全
部
侧
發
さ
れ
て
ゐ
る
。
&

耳
義 

の
如
.き
に
至
力
て
は
、
小
面
穑
を
以
て
一
大
人
ロ
を
支 

へ
て
居
$

、
萆
を
牽
か
せ
る
爲
め
に
犬
迄
も
利
用
4

た 

位
で
、
犬
を
失
つ
た
爲
め
に
、
農
夫
が
破
産
す
る
の
悲 

境
^
陷
ゐ
る
こ
ど
も
あ
る
£
云

ふ

有

樣

で

あ

つ

て

、
.
農 

家
が
其
0.
個
犬
^
保
撒
を
附
す
る
こV

J

が

習

値

^

な
つ 

て
居
つ
.た
の
.で
あ
る
。
噍
、
白
其
義
人
は
、
勸
勉
貯
菩 

の
美
觚
を
有
乙
て
居
つ
た
が
爲
め
、
生
活
に
困
難
を
滅 

じ
な
か
つ
*

。
而
か
も
典
Q

#

lた
.
る

や

颇

る

微

々

穴 

る
も
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
ビ

て
も
⑩
ヶ
年
間
の
獨
逸
諶 

政
:̂
侬
々
て
消
滅
し
了
つ
た
の
で
あ
る
。

:

«

洲
奶
實
狀
狀
し
て
斯
ヾ
め
iu
<
な
b

ビ
せ
械
、
戦
：
 

後
狀
•於V

、

貨

物

^

對

す

多

婴

求

は

激

增

す

る

に

相

違 

し
ぃ
。
戰
時
中
、消
费
喊
控
@
勝

に

行

は

.れ

て

居

っ

れ

で

姊
る
米
撤
找
朱
だ
關
發
せ&
れ
ざ
る
無
量
の
富
源
を
有

：：

象

い
か
。
楸
洲
人
诚
古
び
龙
る
衣
服
を
身
に
猶
い
、 

•L
t
居
.つ
た
が
、
今̂

被

，其

.の

大

部

分

议

旣

に

利

用

せ

*

>

彻

れ

把

る

货

:«
%

觅

犯

时

#

て

辛

^

し

て

居

る

.
で

0

£

$

9
ー
奎)

m

,錄

乎

如

撳

觀

馨、 

.

蜜

.撒

ニ

汍

,



2

I

A
I

I
)
系

教

V

は
な
い
か
。
家
具
«

破
損
七
1
食
料
は
缺
乏
.1
..、
‘某
か 

補
足
^
冀

へ

る

い

の

で

も

る
.
o'
文
、
 

器
械
、r

ル
、原
料
等
の
資
本
财.
に
對
し
セ
も
强
烈
な.

る
要
求
の
あ
る
乙
ビ
は
云

ふ
迄
も
な
い

。

而
か
も
、
电

' 

要
求
は
器
械
を
速
轉
し
ヽ
ぃ
煙
筒
上
り
煙
を
立
て
し
む

一̂

 

貴
際
の
需
要
と
爲
々
て
現
は
るA

も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

| 

交
戰
_
は

！
方
代
於
て
.は
甯
源
が
荒
廢
に
歸
し
、
又
ナ
ニ 

方
^
弒
て
は
百
額
の
箪
事
公
偾
を
發
行
し
て
房
る
が
爲
一 

め
、
^

ろ
破
產
す
る
に
至
.る

が

如

き

こ

系

ぁ

る

ま

ぃ

\ 

>

o
m
事
公
偾

の
-利
子
を
支
*

ふ
爲
め
の
A
fc
さ

へ

、\ 

清
率
の
租
税
を
負
擔
せ
.ね
ば
な
ら
^
國
民
は
货
物
を
^
 

入

す

る

の

餘

裕

を

有

す

：

る
で
あ
ら
ぅ
か
0 

‘

一

穴

、
歐

洲

諸

國

の

財

政

及

び

®

用
，
然
し
な
が
ら
、\
 

»

際
^

は
斯
く
迄
ネ
悲
觀
す
る
の
必
耍
？

.

眾

事

一 

公
偾
の
大
部
分
を
ば
內
國
に
於
て
淼
集
せ
’る
國
に
於
て 

は
ヽ
戰
费
の
負
擔
林
、
戰
维
み
終
局
と
共
に
、̂

減
す
る 

も
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。へ
*
正
の
意
味
に
於
け

る
戰

費

は
M

- A

の

戰

死

又

は

：負

傷

、
小

兒

死

t

率

の

#

加

、富 

の

破

壊

、

及

び

必

：猶

品

、

ロ

用

品

並

k
•奢

修

品

の

哨

费 

ゆ

減

退

に

夕

な

ら

な

，
い

の

で

あ

る

。
此

等

の

戰

費

は

1
 

時

中
R
國

民
..に

依

ぅ

て

負

擔

せ
&
 

$
 

>
も

の
.で
办

9

て
、.
戰

雰

終

つ
作

S
隹

は

、
S

誉

雷

支

怫

濟
に
爲
つ
て
居
る
。

此

：事

情

は

有

形

の

貨

# *
及

び

人

を

標

準

ど

し

て

考

へ
 

れ.
ば
、
頗
る

單
純
で
ぁ
る
が
，

財
政
上
の
立
場
ょ
6
舰 

れ
ば
多
少
*
雜
と
爲
る
。
如
何
と
な
れ
ば
、
寫
韦
のI=

i  

视
を
微
收
し
て
、
互
额
^
上
る
公
儐
の
後
始
末
ビ
付
け 

ね
ば
な
ち
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
苦

し

二
.® 

民
を
は一

大
家
族
ど
霊
す
こ
と
が

出
來
る
ご
す
れ
ば 

戰
時•
公
偾
は
何
等
財
政
上
の
筠
擔
を
生
せ
し
め
て
は
1? 

.
ら
ぬ
と
云S

得
る
。

如
何
ど
な
れ
ば
、

此
大
家
族
.
^
、

1
方
^
於
て
租
税
ど
し
て
支
挪
ふ
4
の
を
ば
、
%
方
ズ 

於
S

債
の
利
子
と
；し
て
收
得
す
る
f

で

ぁ

る

。

勿
論
、
實
際
ヒ
於
て
は
、
时
題
は
斯
く
の
如
き
戢
嚨

I
I'

.
な

る

も

の

で

は

な

い

o
ff
i

i

入
者
ビ
公
偾
所
有
f

,.
:生
產
は
何
等
の
影
響
を
蒙
ら
な
い
で
あ
f

 

o如
何
S 

は
必
ず
し
も
賞
に
同
一
の
人
で
は
な
L
が
爲
-め
k
、

一
 

な
れ
ば
、.
納
稅
满
は
、
如
何
に
收
入
を
計
る
道
を
換
へ 

.割

の

匿

益

稅

を

負

擔

し

、
他

の

者

菜

子

の

支

挪

て

も

、
所

得

霧

入

の

義

務

を

免

が

る

.、
こ
-

y」

不
可
能

を
受
ズ
ニ
ど
も
あ
り
#

ふ
。
而
か
も
>
國
民
1
得̂

の

總

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。
又
、
.
財
產
菩
積
方
法
の
如
可
を 

額
は
戰
時
公
债
の
元
利
を
支
拂
ふ
目
的
を
以
て
视
せ
ら

，問
は
ず
、
總
て
の
遺
產
^
對
し
て
一
機
に
相
續
税
を
課 

る 

>
租

稅
の
微
收
の
爲
め
に
、
少
し
も
減
少
じ

なS

の

j

す
るV

J

せ
ば
、
其
の
税
率
が
子
孫
に
幾
何
か
の
財
産
を 

•
で
あ
る
。
否
な
、
寧
し
ろ
此
粗
税
が
徵
收
せ
ら
る
、
爲

遺

す

乙
€
を

ば
絕
體
に
不
可
能
な
ら
し
む
る
程
に
高
か 

べ
め
^

、' '

資
余
の
流
通
は
4
層
敏
活
に
行
は
れ
る
も
の
で
|
ら
ざ
る
限
り
、
商
工
業
が
打
聲
を
鐵
る
こ
と
は
あ
る
ま

. 

あ
る
ビ
云

ふ
,̂
妨
げ
な
い
。 

.
一
い
。
而
か
も
、
.相
續
稅
は
戰
時
公
偾
を
偾
還
す
る

.

爲
め 

..
又
、
或
る
ー
國
に
於
て
公
: «
の
元
利
を
支
拂
ふ
爲
めj

に
課
す
可
き
も
の
：で
あ
っ
て
、
■其
の
利
子
の
支
拂
に
之 

に
實
行
す
る

粗
稅
の
賦

課

は

.
、
，

國
偾
•額

の

少

な

き他

國j

を
利
用
し
て
は
な
ら

ぬ
-°
如
何
と
な
^
尤

、
相
續
除
次 

S
の
競
爭
上
、
其
阈
の
商
工
業
を
ば
不
利
益
の
地
位
に
.\

蓄
穑
資
本
に
.對
し
課
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
故
に
、 

霞
く
も
の
で
あ
る
と
の
說
は
11
し
く
な
，い
0
.酒
精
^
課

.若
し

政
府
が
之
を
ば
所
得
ビ
着
倣
し
て
利
用
ず
れ
ば
、

税
す
れ
ば
、
資
本V

J

勞
儆
と
が
秘
の
輕
会
康
業
^

願

逐

國

民

資

本

を

減

额

せ

し

む

，る

の

.結
*
を
呈
す
る
が
爲
め 

せ
ら
る
\
爲
め
に
、
酒
精
の
製
造
高
^
減
少
す
る
。：然

T\
.あ
•a
。
®

に
、
‘地
租
は
、
或
る
一
定
の
範
11
1

內
に
>
、
 

し
な
が
ら
、
秫
類
の
如
何
を
間
は
中
：、
總
て
の
所
得
に
：

セ
は
、
產
物
の
價
格
の
一
部
分
ヒ
し
て
消
費
者
に
之
を 

S

し
てj

樣
k

r
得
稅
を
®v
す
る
^

す
れ
ば
、
.貨
物
の
轉
嫁
せ
し
む
る
こ
ビ

不
可
能
な
る
を
以
て
、
生
産
上
に 

.

第

十

三

溜
a
.九
七
.

)

雜

錄

、
平
和
兖
復
と
軟
来
經
濟
界

\ 

0
0 

ニ
ニ



笫
十
三
愈

(

三
九
八)

雜

.
錄

平

和

鬼

復

と

繁

於
け
る
土
地
の
利
用
が
此
祖
税
に
依
6

て
常
に
必
ず
し 

も
縮
少
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
租
稅
の
赋 

雜
に
就
て
は
、
大
に
牢
心
を
加
ふ
る
必
耍.
は
あ
る
が
、
 

軍
亊
公
偾
の
元
利
を
支
拂
ふ
爲
め
に
、
新
た
に
租
税
を 

課
す
る
ビ

i

齑
業
の
後
活
は
必
'ず
し
も
阻
害
せ
&
る 

、
も
0 :
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。

,
勿
論
、
他
國
に
對
し
て
巨
額
の
債
務
を
負
へ
る
厕
の 

事
情
は
之
と
は
大
に
異
な
る
。
如
何
^
な
れ
ば
、
外
僙 

R
對
す
る
處
傲
は
一
曆
困
雛
で
ぁ
る
が

故
で
あ
る
。

外 

,
倩
は
、
之
を
募
集
す
る
^
き

に

は

、::
.
夫

れ

丈

け

外

國

の 

貨
物
を
獲
得
す
る
こ
ミ
に

爲
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
賞 

却
す
る
際
に
は
、
；同
量
の
貨
物
^

失
ふ
こ
と
に
な
る
。

ぃ
 

,戰
举
中
、
，自
國
側
の
强
次
國
ょ
り
叵
额
の
資
金
の
融
通 

を
受
げ
し
贫
國
は
、
戰
後
に
於
，て
、
利
拂
に
ra
_
を
感
;: 

す
る

で
.あ
ら
ぅ
。

此
等
の
i i
i

に
於
て
は
、
：外
債
の
始
末
を
付
け
、
且
つ 

.產
業
の
復
興
に
必
耍
な
る
器
槭
並
に
原
料
の
購
入
雙
を

經
濟
界 

0

0

ご
三

,

調
逄
す
る
爲
め.
に
、
‘鐵
道
會
她
が
破
產
せ
る
場
合
に
用 

ひ
ら
る
'、
救
濟
策
を
援
用
す
る
の
必
要
が
あ
る
か
も
知 

れ
な
い
。
例
べ
ば
此
等
の
«

務
國
は
、破
產
鐵
道
#
社
の 

管
识
人
が
發
行
す
る
手
形
> 
即
ち
其
：會
社
の
他
の
總
て 

一.の
債
、
務

に

對

し

て

優

先

權

を

有

す

る

債

券

に

類

す

る

'
も 

|

の
を

發
行
す
る

の
必
耍
を
生
ず
る
や
も
测
ら
れ
な
い
。

|

破
產
鐵
道
會
社
の
管
則
人
が
發
行
す
る
此
手
形
は
其
鐡 

\

道

を

改

良

す

る

爲

め

に

必

要

，な

る

資

本

の

調

達

を

目

的 

\

ど
爲
ず
も
の
で
あ
る
。
此
種
の
偾
券
の
發
行
は
、
之
が 

\

爲
め
自
己
の
權
利
.を
«
«
せ
&

る
、
舊
偾
權
者
に
砍
6
 

|

て
も
、

i

般
に
歡
迎
せ
ら
る
、
を
常
と
す
る
。
' 如
何
と 

|

な
，れ
ば
、
若
：し
此
新
資
本
の
投
入
に
侬
り
て
、

鐡

道

が
 

「

改
善
せ
ら
れ
、
收
支
相
償
ふ
樣
に
な
れ
ば
、
此
等
舊
偾 

i
權
者
に
對
す
る
元
利
支
挪
の
見
込
が
多
少
確
實
ビ
な
る 

か
ら
で
あ
る
。
;

"

4

私

^1
發

^

い:

: 

r
『

節
®

1

が.
博
士
^
依
て
堂
令
經
國
の
要
議
を
痛
論
し 

基

才

賞

晴

 

：

.:
,
或
は
食
時
の
學
者
£
し
で
珍
ら
し
き
所
論
I

し
た
る

,

■
 

-
^
w
:
:

ム('
n

:

y

 
•の
.？
しy

廣

く

江

湖

^

紹

介

せ

ら

れ

ね

る

は
®
人
の 

.  

特
R
感
謝
措
く
能
は
，ざ
る
處
で
あ
る
。
乍
併
此
の
叢
書 

:

r

織

'
言

，

•

ー
が
#

史
異
常
の
興
歟
を
噢
起
せ
し
め
，た
る
は
こ
、
叱
收 

,

1:
1
本
經
濟
叢
懲
は
質
^
於
て
も
饋
R
於
て
も
近
年
^

j

容
せ
ら
れ
た
る
節
儉
略
0
底
本
た
る
.藤
田
氏
の
寫
本
は 

あ
6

て
特
鏘
す
べ.
き.
一
大
淹
物
农
る
を
失
は
ぬ
。
全
卷
一
博.
士
を
し.
て
往
々
誤
寫
游
ぐ
は
不
明
の
所
あ
b
、
他
に 

H
十
有.
六
そ
の
攸
錄
ず
る
處
の
嘗
籍
は
實
に
！
.
I

W
四

十

\

對
梭
す

X

合
も
0 '
な
く
し
て
著
潘
の
眞
意
を
明
確
R
了 

七

の

多

き

に

導

し

、
殆
ん
で
あ
ら
ゆ
ー
る
方
而

^
涉
6
我

一

解

し

難&
所

な

き̂

あ

ら

ず

と

の

職

*

を

發

せ

し

め

た 

徳

川

時

代̂
現
れ
た
る
經.
濟
學
者
'0
著
書
を
網
羅
し
、

一
る
^
存
す
る
の
で
あ
る
。
是
獅
り
傅
士
の
爲
め
^
悲
む 

誠
に
維
新
以
前
^
於
け
る
ほ
本
經
濟
取
想
の
總
記
錄
れ

\

ベ
&

の
み
な
ら
す
、
原
著
#

の

爲

.め

に

も

亦

悲

し

む

ベ 

ら-
ん
ビ
す
る
を
の.
抱
負
は
遺
慽
な
く
實
現
せ
ら
れ
て
ゐ
一
き1

大
不
幸
で
あ
る
。
此
處
k
著
者
^
鄕
里
を
.间
じ
ぅ 

る
。.

昨
年
帝
國
學
士
院
が
此
叢
書
を
推
賞
し
.>
編
洛
た
：

」

し
、
真
私
綠
^
懿
る
余
が_

を

顧

み

ず

、
-
自

ら

興

本 

る

瀧

本

博

士

の

功

緖

を

：表

彰

せ

ら

れ

た

る

は

實

k
獨
b 

，
の
對
校
R

資
す
べ
き
も
の
を
得
む
と
し
た
る
努
力
は
一 

博
士
の
爲
め
の
み
な
ふ
ず
、
亦
我
學
界Q

爲
め
に
も
綠
：
に
：は»

士
化
對
し.
て
：感
謝
の
意
を
表
し
、
又

|

R
は
著 

A
慶
事
た
る
を
失
は
^

い
0

矿
し
て
此
名
譽
あ
る
叢
書
满
の
遺
靈
^
敬
仰
の.
意

'を

表

せ

ん

爲

め

に

外

な

ら

な

い 

の
第
二
十
四.
卷
に
佘
が
鄕
M

の
學
者
樋
ロ
世
誠
の
著
書
の
で
あ
る
。

第
士
I
 

(

三
九
九)

雜
錄
興
本
節
儉
略 

S
歳 

一i


